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産 地 市 場 活 性 化 ロ ー ン産 地 市 場 活 性 化 ロ ー ン
りんご生産者対象りんご生産者対象

　

青
森
み
ち
の
く
銀
行
が
弘
果
と
津
軽
り
ん
ご
市
場
と
提
携
し
、

　

青
森
み
ち
の
く
銀
行
が
弘
果
と
津
軽
り
ん
ご
市
場
と
提
携
し
、

り
ん
ご
生
産
者
向
け
の
金
融
支
援
と
し
て
、
運
転
資
金
制
度
「
産

り
ん
ご
生
産
者
向
け
の
金
融
支
援
と
し
て
、
運
転
資
金
制
度
「
産

地
市
場
活
性
化
ロ
ー
ン
」
を
開
発
し
、
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

地
市
場
活
性
化
ロ
ー
ン
」
を
開
発
し
、
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

　

同
制
度
は
、
各
市
場
に
り
ん
ご
を
出
荷
す
る
県
内
の
個
人
事
業

　

同
制
度
は
、
各
市
場
に
り
ん
ご
を
出
荷
す
る
県
内
の
個
人
事
業

主
と
法
人
が
対
象
で
、
出
荷
し
た
り
ん
ご
売
上
代
金
を
担
保
に
融

主
と
法
人
が
対
象
で
、
出
荷
し
た
り
ん
ご
売
上
代
金
を
担
保
に
融

資
し
、
営
農
に
限
る
運
転
資
金
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
不
動
産

資
し
、
営
農
に
限
る
運
転
資
金
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。
不
動
産

担
保
、
保
証
人
不
要
で
、
借
り
入
れ
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま

担
保
、
保
証
人
不
要
で
、
借
り
入
れ
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
青
森
み
ち
の
く
銀
行
所
定
の
固
定
金
利

す
。
金
利
に
つ
い
て
は
、
青
森
み
ち
の
く
銀
行
所
定
の
固
定
金
利

で
、
農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
年

で
、
農
業
共
済
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
年
0.20.2
％
金
利
を
引
き

％
金
利
を
引
き

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
融
資
の
期
間
は
１
年
、
限
度
額
は

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
融
資
の
期
間
は
１
年
、
限
度
額
は

３
０
０
万
円
以
内
で
、市
場
へ
の
出
荷
箱
数
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

３
０
０
万
円
以
内
で
、市
場
へ
の
出
荷
箱
数
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
市
場
に
出
荷
実
績
の
な
い
方
で
も
、
こ
れ
か
ら
出
荷
す

ま
た
、
各
市
場
に
出
荷
実
績
の
な
い
方
で
も
、
こ
れ
か
ら
出
荷
す

る
こ
と
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

る
こ
と
で
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
同
ロ
ー
ン
取
扱
店
（
上
記
参
照
）
へ
ご
来
店
及
び
お
問

　

詳
細
は
同
ロ
ー
ン
取
扱
店
（
上
記
参
照
）
へ
ご
来
店
及
び
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
各
市
場
で
実
施
し
て
い
る
「
り
ん
ご
予
約
金
制
度
」
は
変

　

尚
、
各
市
場
で
実
施
し
て
い
る
「
り
ん
ご
予
約
金
制
度
」
は
変

わ
ら
ず
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
引
き
続
き
ご

わ
ら
ず
に
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
引
き
続
き
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
く
だ
さ
い
。

園地に銘板を取り付ける野呂さん (右 )と齋藤さん (左 )園地に銘板を取り付ける野呂さん (右 )と齋藤さん (左 )

　

当
社
で
は
、
台
湾
産

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
「
金
鑽

（
き
ん
さ
ん
）」
の
魅
力

を
よ
り
多
く
の
お
客
様

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
店
頭
に
て
試
食
販

売
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

凍 霜 害凍 霜 害
防 止 対 策 を防 止 対 策 を
万全にしましょう万全にしましょう

売場に陳列された金鑽パイン売場に陳列された金鑽パイン

　
「
金
鑽
」
は
、
甘
み
が
非
常

に
強
く
、
芯
ま
で
柔
ら
か
く
食

べ
ら
れ
る
の
が
特
長
の
人
気
品

種
で
す
。
一
般
的
な

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
に
比

べ
て
酸
味
が
穏
や
か

で
、
口
い
っ
ぱ
い
に

広
が
る
ジ
ュ
ー
シ
ー

な
甘
さ
が
、
多
く
の

お
客
様
か
ら
高
い
評

価
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
台

湾
産
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

好評な試食販売好評な試食販売

好評販売中好評販売中

　

弘
果
総
合
研

究
開
発
は
４
月

２
日
、
り
ん
ご

の
高
密
植
栽
培

等
を
学
ん
だ
第

１
期
研
修
生
２

名
の
独
立
に
伴

い
、
弘
前
市
小
沢
の
「
弘
果

総
研
り
ん
ご
高
密
植
栽
培
経

営
モ
デ
ル
園
」
で
園
地
継
承

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
モ
デ
ル
園
か
ら
独
立

し
た
の
は
、
齋
藤
良
一
さ

ん
（
31
）
と
野
呂
晃
貴
さ

ん
（
31
）
で
す
。
令
和
６
年

に
定
植
し
、
土
づ
く
り
や
下

垂
誘
引
な
ど
自
ら
手
が
け
て

き
た
園
地
を
、
２
年
間
の
研

修
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
50

ア
ー
ル
ず
つ
引
き
継
ぎ
、
両

名
は
生
産
者
と
し
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
葛
西
憲
之
社
長

が
「
こ
れ
か
ら
が
生
産
者
と

し
て
の
勝
負
。
自
ら
の
目
指

す
農
業
を
実
践
し
、
未
来
を

切
り
開
い
て
ほ
し
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。両
名
に
は「
Ｍ

ｙ　

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ 

齋
藤
」「
Ｍ

ｙ　

Ｆ
ａ
ｒ
ｍ 

野
呂
」
と

記
さ
れ
た
銘
板
が
手
渡
さ

れ
、
各
園
地
に
設
置
さ
れ
ま

は
品
質
管
理
が
徹
底
さ
れ
て
お

り
、
安
定
し
た
美
味
し
さ
を
お

届
け
で
き
る
こ
と
も
大
き
な
魅

力
の
一
つ
で
す
。

　

試
食
販
売
で
は
、
当
社
消
費

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
商
品
の
ア

ピ
ー
ル
と
、
多
く
の
お
客
様
が

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
購
入
を
た
め
ら

　

弘
果
総
研
経
営
モ
デ
ル
園
で

は
４
月
２
日
か
ら
、
新
た
な
研

修
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

う
点
で
あ
る
切
り
方
を
丁

寧
に
説
明
し
て
い
ま
し

た
。
試
食
の
感
想
と
し

て
「
果
汁
が
豊
富
」「
こ

ん
な
に
甘
い
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
は
初
め
て
」「
芯
ま
で

食
べ
ら
れ
て
驚
い
た
」
と

い
っ
た
声
が
多
数
寄
せ
ら

れ
、
特
に
お
子
様
や
ご
高

齢
の
お
客
様
か
ら
食
べ
や
す

い
点
が
評
価
さ
れ
、
幅
広
い

層
か
ら
関
心
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

　

当
社
で
は
今
後
も
、
魅
力

あ
る
商
品
を
積
極
的
に
ご
紹

介
し
、
お
客
様
に
新
た
な
美

味
し
さ
と
の
出
会
い
を
提
供

し
て
ま
い
り
ま
す
。

台湾産金鑽パイナップル台湾産金鑽パイナップル
きんさんきんさん

第１期研修生２名独立 園地継承式行われる第１期研修生２名独立 園地継承式行われる

し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
「
自
然

の
中
で
働
け
る
の
が
農

業
の
魅
力
で
す
。
若
い

世
代
が
就
職
の
選
択
肢

と
し
て
農
業
を
選
べ
る

よ
う
に
し
、
青
森
り
ん

ご
の
発
展
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
、
野
呂
さ
ん
は
「
高

密
植
栽
培
は
作
業
性
が

良
く
、
新
規
就
農
者
に

も
取
り
組
み
や
す
い
と

思
い
ま
す
。
将
来
は
離

農
し
た
園
地
の
継
承
等

を
進
め
な
が
ら
規
模
拡

大
を
目
指
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

地 域 貢 献 や 規 模 拡 大 を 目 指 す地 域 貢 献 や 規 模 拡 大 を 目 指 すた
。
第
１
期
研
修
生
２
名
が
独
立
し
た
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
３
名
が
加
わ
り
、
第

２
期
生
２
名
と
合
わ
せ
た
計
５
名
に
よ
る

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
に
は
任
命
式
が
行
わ
れ
、
葛
西
憲

之
社
長
か
ら
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
第
３
期
研
修
生
と
し
て
任
命
さ
れ
た

の
は
、髙
橋
流
星
さ
ん
（
32
・
西
目
屋
村
）、

安
田
祐
太
さ
ん
（
41
・
板
柳
町
）、
菊
池

風
汰
さ
ん
（
26
・
黒
石
市
）
の
３
名
で
す
。

　

研
修
で
は
、
定
植
や
受
粉
、
下
垂
誘

引
、
収
穫
と
い
っ
た
一
連
の
栽
培
技
術
に

加
え
、
農
業
簿
記
や
市
場
出
荷
、
流
通
の

仕
組
み
な
ど
、
経
営
面
も
含
め
た
幅
広
い

令和７年産りんご止市令和７年産りんご止市
令和８年４月 28 日（火）令和８年４月 28 日（火）
弘果りんご部弘果りんご部 津軽りんご市場津軽りんご市場

午前午前1010時から時から午前午前８８時から時から

知
識
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

髙
橋
さ
ん
は
「
学
ぶ
こ
と
が
多

く
、
成
長
で
き
る
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
期
待
を
寄
せ
、
安
田
さ
ん

は
「
お
い
し
い
り
ん
ご
を
作
れ
る

生
産
者
を
目
指
し
た
い
で
す
」
と

意
欲
を
語
り
ま
し
た
。
菊
池
さ
ん

は
「
自
分
だ
け
３
年
間
の
研
修
期

間
と
な
り
ま
す
が
、
基
礎
知
識
や

技
術
の
習
得
に
励
み
、
将
来
に
備

え
た
い
で
す
」
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

第３期研修生３名任命第３期研修生３名任命第３期研修生３名任命

弘果総研りんご高密植栽培経営モデル園弘果総研りんご高密植栽培経営モデル園弘果総研りんご高密植栽培経営モデル園

絶賛配信中！絶賛配信中！

第４期農業研修生募集第４期農業研修生募集
新規就農新規就農
PR動画PR動画



ひ ろ か だ よ り （2）

令和 8年度は新入社員 12 名が入社しました令和 8年度は新入社員 12 名が入社しました

　
弘
果
グ
ル
ー
プ
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）
が
次

の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

【
弘
果
昇
格
者
及
び
異
動
者
】（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
り
ん
ご
２
部
部
長
兼
農
産
指
導
課
課
長（
同
次
長
）

高
山
晴
彦
▼
精
算
部
部
長
（
同
部
長
代
理
）
乗
田
千

寿
▼
り
ん
ご
２
部
次
長
兼
同
４
課
課
長
兼
同
５
課
課

長（
同
５
課
課
長
）齊
藤
貴
志
▼
そ
菜
２
部
次
長（
そ

菜
部
３
課
課
長
）
笹
　
昭
人
▼
果
実
部
次
長
（
同
２

課
課
長
）
福
士
　
純
▼
り
ん
ご
１
部
１
課
課
長
（
同

課
長
代
理
）
後
藤
　
聡
▼
そ
菜
２
部
３
課
課
長
（
そ

菜
部
３
課
課
長
補
佐
）
堺
　
伸
行
▼
そ
菜
１
部
２
課

課
長
（
そ
菜
部
２
課
課
長
代
理
）
貴
田
克
博
▼
出
向 

弘
果
物
流
課
長
代
理
（
同
係
長
）
森
佳
緒
利
▼
り
ん

ご
２
部
業
務
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
山
谷
一
史
▼

そ
菜
２
部
３
課
課
長
補
佐
（
そ
菜
部
３
課
係
長
）
桜

田
勝
利
▼
り
ん
ご
１
部
３
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）

福
士
元
紹
▼
総
務
部
総
務
開
設
課
課
長
補
佐
（
出
向 

弘
果
物
流
係
長
）
山
内
洋
一
▼
花
き
部
花
き
課
課
長

補
佐
（
同
嘱
託
）
古
川
哲
也
▼
り
ん
ご
２
部
５
課
係

長
（
同
主
任
）
工
藤
光
平
▼
り
ん
ご
２
部
４
課
係
長

（
同
１
部
３
課
主
任
）
小
野
雄
祐
▼
り
ん
ご
１
部
３

課
係
長
（
同
主
任
）
小
山
内
健
悟
▼
出
向 

弘
果
総

合
研
究
開
発
係
長
（
同
主
任
）
古
川
満
里
奈
▼
出
向 

弘
果
総
合

研
究
開
発
係
長
（
同
主
任
）
竹
内
祐
也
▼
り
ん
ご
１
部
３
課
主
任

（
同
係
）
木
村
聖
斗
▼
出
向 

弘
果
総
合
研
究
開
発
主
任
（
同
係
）

山
内
東
弥
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任
（
同
係
）
横
山
隆
司

▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任
（
同
係
）
白
戸
龍
希
▼
出
向 

弘

果
総
合
研
究
開
発
主
任
（
同
係
）
長
尾
勇
毅
▼
り
ん
ご
２
部
４
課

主
任
（
同
係
）
村
元
　
稜
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任
（
同

係
）
対
馬
流
花
▼
電
算
室
電
算
課
主
任
（
同
係
）
北
川
　
凜
▼

り
ん
ご
１
部
２
課
主
任
（
同
係
）
田
村
志
帆
▼
り
ん
ご
２
部
４

課
主
任
（
同
係
）
小
山
内
瑞
貴
▼
出
向 

弘
果
物
流
主
任
（
同
係
） 

三
浦
恵
梨
奈
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任

（
同
係
）
工
藤
郁
也

▼
果
実
部
次
長
（
貿
易
部
部
長
代
理
）
下
山
茂

樹
▼
出
向 

弘
果
物
流
次
長
（
総
務
部
部
長
代

理
〈
経
理
課
担
当
〉）
對
馬
直
也
▼
そ
菜
２
部

包
装
課
課
長
（
そ
菜
部
包
装
課
課
長
）
佐
藤
　

稔
▼
そ
菜
１
部
１
課
課
長（
そ
菜
部
１
課
課
長
）

田
澤
　
貴
▼
果
実
部
３
課
課
長
（
貿
易
部
輸
入

果
実
課
課
長
）
小
野
伸
也
▼
そ
菜
２
部
包
装
課

課
長
〈
事
務
担
当
〉（
そ
菜
部
包
装
課
課
長
〈
事

務
担
当
〉）
猪
股
江
美
子
▼
総
務
部
企
画
課
課

長
（
総
務
部
企
画
広
報
課
課
長
）
佐
藤
昌
明
▼

広
報
室
室
長
〈
課
長
代
理
待
遇
〉（
総
務
部
企

画
広
報
課
課
長
補
佐
）
山
田
真
弘
▼
出
向　

そ

菜
２
部
包
装
課
課
長
補
佐
（
出
向　

そ
菜
部
包

装
課
課
長
補
佐
）
濱
舘
俊
明
（
津
軽
り
ん
ご
市

場
所
属
）
▼
果
実
部
３
課
課
長
補
佐
（
貿
易
部

輸
入
果
実
課
課
長
補
佐
）
伊
藤
鉄
雄
▼
そ
菜
１

部
１
課
課
長
補
佐
（
そ
菜
部
１
課
課
長
補
佐
）

木
下
邦
夫
▼
果
実
部
２
課
課
長
補
佐
（
同
１
課

弘
果
グ
ル
ー
プ
職
員
人
事
異
動

弘
果
グ
ル
ー
プ
職
員
人
事
異
動

課
長
補
佐
）
小
田
切
裕
輔
▼
果
実
部
１
課
課
長
補
佐
（
同
２
課
課

長
補
佐
）
奈
良
岡
祐
一
▼
総
務
部
企
画
課
係
長
（
同
人
事
課
係
長
）

三
浦
真
規
子
▼
そ
菜
１
部
２
課
係
長
（
そ
菜
部
２
課
係
長
）
葛
西

寛
海
▼
り
ん
ご
２
部
５
課
係
長
（
花
き
部
花
き
課
係
長
）
水
木
一

宏
▼
そ
菜
１
部
１
課
係
長
（
そ
菜
部
１
課
係
長
）
久
米
田
雄
樹
▼

そ
菜
２
部
３
課
係
長
（
そ
菜
部
３
課
係
長
）
山
形
良
太
▼
果
実
部

３
課
係
長
（
貿
易
部
輸
入
果
実
課
係
長
）
葛
西
伸
昭
▼
そ
菜
１
部

２
課
係
長
（
そ
菜
部
２
課
係
長
）
山
崎
　
秦
▼
り
ん
ご
１
部
２
課

係
長
（
貿
易
部
輸
入
果
実
課
係
長
）
鈴
木
健
司
▼
そ
菜
１
部
１
課

係
長
（
そ
菜
部
１
課
係
長
）
嘉
瀬
俊
哉
▼
出
向 

津
軽
り
ん
ご
市

場
主
任
（
総
務
部
総
務
開
設
課
主
任
）
吉
岡
み
づ
き
▼
出
向 

弘

果
物
流
主
任
（
出
向　

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任
）
佐
藤
玲
美
▼
総

務
部
経
理
課
主
任
（
精
算
部
営
業
事
務
課
主
任
）
工
藤
愛
夢
▼
そ

菜
１
部
２
課
主
任
（
そ
菜
部
２
課
主
任
）
佐
藤
　
蓮
▼
そ
菜
１
部

２
課
係
（
そ
菜
部
２
課
係
）
北
川
　
響
▼
そ
菜
２
部
３
課
係
（
そ

菜
部
３
課
係
）
村
元
流
星
▼
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導
課
係
（
り
ん

ご
１
部
１
課
係
）
佐
藤
陽
菜
▼
そ
菜
１
部
１
課
係
（
そ
菜
部
１
課

係
）
三
上
源
二
郎
▼
り
ん
ご
１
部
３
課
係
（
そ
菜
部
３
課
係
）
工

藤
永
央
▼
果
実
部
３
課
係
（
貿
易
部
輸
入
果
実
課
係
）
三
浦
胤
翔

▼
り
ん
ご
１
部
２
課
係
（
り
ん
ご
２
部
５
課
係
）
山
口
真
依
▼
そ

菜
２
部
３
課
係
（
そ
菜
部
１
課
係
）
西
田
愛
笑
▼
り
ん
ご
２
部
４

課
係
（
同
５
課
係
）
工
藤
颯
人
▼
総
務
部
人
事
課
係
（
同
企

画
広
報
課
係
）
葛
西
菜
々
子
▼
果
実
部
３
課
係
（
り
ん
ご
１

部
１
課
係
）
小
笠
原
日
佳
▼
そ
菜
１
部
２
課
係
（
そ
菜
部
２

課
係
）
藤
田
優
那

【
弘
果
新
規
採
用
】（　
　

）
内
は
配
属
先

▼
東
　
優
希（
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導
課
）▼
山
崎
秀
二（
広

報
室
）
▼
木
田
大
雅
▼
斉
藤
璃
來
▼
工
藤
颯
真
▼
工
藤
　
葵

▼
三
上
向
日
葵
（
以
上
担
当
役
員
付
）
▼
柏
原
明
華
▼
畔
上

凜
花
▼
石
岡
結
依
▼
三
上
芽
生
▼
奈
良
柚
月
（
以
上
精
算
部

営
業
事
務
課
）

【
弘
果
退
職
者
】

（　
　

）
内
は
最
終
所
属

▼
下
山
　
篤
（
り
ん
ご
２
部
４
課

課
長
代
理
）
▼
今
　
浩
之
（
出
向 

弘
果
り
ん
ご
園
主
任
）
▼
秋
山
恭

亮
（
り
ん
ご
１
部
２
課
主
任
）
▼

笹
田
啓
介
（
り
ん
ご
２
部
農
産
指

導
課
主
任
）
▼
髙
嶋
聖
那
（
出
向　

津
軽
り
ん
ご
市
場
主
任
）
▼
成
田

彩
華
（
り
ん
ご
２
部
農
産
指
導
課

主
任
）
▼
相
馬
菜
乃
香
（
り
ん
ご

２
部
５
課
係
）
▼
松
岡
大
成
（
り

ん
ご
１
部
３
課
係
）
▼
伊
藤
昂
大

（
り
ん
ご
２
部
４
課
係
）
▼
鈴
木

汐
莉
（
精
算
部
営
業
事
務
課
係
）

［
以
上
３
月
31
日
付
］

【
津
軽
り
ん
ご
市
場
昇
格
者
】

（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
出
向 

弘
果
り
ん
ご
１
部
３
課

課
長
（
同
課
長
代
理
）
三
浦
良
介

▼
営
業
１
部
２
課
課
長
（
営
業
部
３
課
課
長
補
佐
）
斎
藤
精

英【弘
果
物
流
昇
格
者
】（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
営
業
４
部
保
険
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐
（
同
係
長
）
今
井

喜
弘
▼
営
業
３
部
開
発
商
品
課
係
長
（
同
主
任
）
岡
本
啓
太

▼
営
業
１
部
農
業
資
材
課
係
（
同
臨
時
社
員
）
藤
本
　
司

【
ス
コ
ー
レ
昇
格
者
】（　
　

）
内
は
前
所
属

▼
事
業
部
事
業
課
課
長
（
同
課
長
代
理
）
吹
田
喜
之
▼
総
務

部
総
務
経
理
課
主
任
（
同
係
）
田
村
菜
々
枝

八
戸
八
戸

苺苺

　
八
戸
市
市
川
地
区
は

い
ち
ご
生
産
が
盛
ん

で
、
青
森
県
内
最
大
の

産
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

同
地
区
の
八
戸
苺
生

産
組
合
は
、
品
質
の
向

上
と
安
定
供
給
を
目
指

し
て
活
動
し
、
各
生
産

者
が
持
つ
栽
培
技
術
や

八戸いちごの価値をさらに八戸いちごの価値をさらに
高めていきたいと話す高めていきたいと話す

石田組合長石田組合長

八戸いちご八戸いちご

生
産
組
合

生
産
組
合

ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
な
が
ら
、

一
定
の
出
荷
基
準
を
設
け
る
こ

と
で
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

の
価
値
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

石
田
和
幸
組
合
長
は
今
シ
ー

ズ
ン
の
い
ち

ご
に
つ
い
て 

「
昨
年
の
夏
の
高
温
の

影
響
に
よ
る
病
害
の
発

生
に
よ
り
、
苗
の
定
植

株
数
を
確
保
で
き
な
い

組
合
員
も
い
ま
し
た

が
、
相
互
で
補
完
し
合

う
等
、
組
合
の
強
み
を

活
か
し
て
難
局
を
乗
り

越
え
、
収
穫
期
に
至
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
、

組
合
の
今
後
に
つ
い
て

「
現
在
は
『
と
ち
お
と
め
』『
紅
ほ
っ
ぺ
』

を
メ
イ
ン
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
私

を
含
め
た
一
部
組
合
員
の
ハ
ウ
ス
で
は
期

待
の
品
種
『
よ
つ
ぼ
し
』
の
栽
培
、
生
産

に
取
り
組
み
、
組
合
の
主
力
品
種
の
一
つ

に
な
る
よ
う
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
当

組
合
の
い
ち
ご
は
完
熟
出
荷
を
基
本
と
し

て
お
り
、
収
穫
、
選
果
、
出
荷
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
行
う
こ
と
で
、
甘
く
て
美
味
し
い

新
鮮
な
い
ち
ご
流
通
を
構
築
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
生
産
す
る
い
ち
ご
に
は
、
生

産
者
の
想
い
と
、
地
域
の
誇
り
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
組
合
は
今
年
結
成
66
年

目
を
迎
え
、ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
も
、

品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
守
り
続
け
る
姿
勢

で
、
か
つ
新
規
参
入
や
後
継
者
育
成
を
促

し
、
産
地
全
体
の
活
性
化
に
も
努
め
て
、

八
戸
い
ち
ご
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い

き
た
い
で
す
」
と
展
望
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
い
ち
ご
の
収
穫
は
６
月
頃
ま

で
行
わ
れ
、
弘
果
を
は
じ
め
県
内
の
青
果

市
場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に

向
け
努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

け
ん
い
ち

け
ん
い
ち

川
村
　
賢
一

川
村
　
賢
一
さ
ん
さ
ん

（29）（29）

【
園
地
所
在
地
】
弘
前
市
清
水
富
田

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
・
6.7
㌶

【
就
農
年
】
２
０
１
７
年

【
き
っ
か
け
】「
家
業
は
り
ん
ご
農
家
」「
園

地
は
り
ん
ご
公
園
の
隣
」「
高
校
は
り
ん
ご

科
」等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
並
ぶ
私
の
人
生
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
り
ん
ご
に
関
係

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
、
私
は
り
ん
ご

に
運
命
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
高
校
卒
業
後
は
何
の

迷
い
も
な
く
「
家
業
を
継
ぐ
＝
り

ん
ご
農
家
」
一
択
で
し
た
が
、
父
か
ら
社
会

勉
強
と
農
業
に
関
す
る
学
び
を
深
め
る
重
要

性
か
ら
進
学
を
勧
め
ら
れ
、
青
森
県
営
農
大

学
校
の
果
樹
専
攻
に
進
み
ま
し
た
。
そ
こ
で

理
論
と
実
習
か
ら
果
樹
に
つ
い
て
学
び
、
卒

業
後
は
満
を
持
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
最
初
は
園
主
で
あ
る
父
の
指
導
の

も
と
、
剪
定
に
始
ま
り
、
栽
培
管
理
、
収
穫
、

出
荷
、
農
業
経
営
等
を
学
び
、
実
践
し
て
い

ま
し
た
。
時
が
経
ち
、
自
分
に
任
さ
れ
る
部

分
も
多
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
創
意
・
工
夫

し
て
日
々
励
ん
で
い
ま
す
。
農
業
は
、
反
収

あ
た
り
の
収
穫
量
や
品
質
と
い
う
形
で
成
果

が
明
確
に
表
れ
る
仕
事
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
成
果
を
高
め
る
た
め
に
最
善
の
方
法
を

考
え
、
取
り
組
む
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
現
在
の
労
働
面
等
を
考
え
て
、

面
積
的
な
規
模
拡
大
に
は
消
極
的
で
す
。
し

か
し
、
栽
培
技
術
や
品
種
特
性
に
つ
い
て
さ
ら

に
学
び
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
新
し

い
技
術
の
取
り
入
れ
も
検
討
し
て
、
安
定
し
た

品
質
の
り
ん
ご
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
部
で
高
密
植

栽
培
に
取
り
組
み
、
将
来
的
な
経
営
の
幅
を
広

げ
る
一
方
で
、代
々
受
け
継
い
で
き
た
丸
葉（
慣

行
栽
培
）
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
樹
の
維
持
と

可
能
性
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
り
ん
ご

産
業
を
支
え
る
農
家
と
し
て
産
地
維
持
は
勿

論
、
高
品
質
生
産
を
以
っ
て
産
地
の
価
値
を
更

に
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。

【
座
右
の
銘
】「
雨
垂
れ
石
を
穿
（
う
が
）
つ
」

小
さ
な
水
滴
で
も
、
長
い
時
間
落
ち
続
け
れ

ば
硬
い
石
に
穴
を
開
け
る
と
い
う
意
味
で
す
。

日
々
の
仕
事
は
、
派
手
な
成
果
よ
り
も
小
さ
な

努
力
の
積
み
重
ね
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
一

つ
ひ
と
つ
の
経
験
や
改
善
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
、
知
識
や
技
術
は
確
実
に
自
分
の
力
と
な

り
、
や
が
て
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

目
の
前
の
仕
事
に
誠
実
に
向
き
合
い
、
地
道
な

努
力
を
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
信
頼
と
成
長
を
生

み
出
す
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
継
続
す
る
姿

勢
を
大
切
に
し
な
が
ら
着
実
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。


